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大会開催期間中、ファンゾーンは国内外か

らの多くの観戦客で賑わい、街は大会の装

飾でラグビー一色に彩られ、特別な祝祭感

に包まれた。県内の観光地にも外国人旅

行者が訪れ、海外メディアも取材に来訪し、

世界に神奈川・横浜の魅力が発信された。
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ファンゾーン

　ファンゾーンは、大会組織委員会との「ラグビー
ワールドカップ2019開催基本契約」により開催都市
に設置が義務付けられた公式イベントスペースのこ
とで、大型スクリーンでのパブリックビューイング
で、気軽に飲食しながら試合が楽しめるほか、ラグ
ビー体験など様々なコンテンツを無料で楽しむこと
ができるものである。
　神奈川県・横浜市は、国内外から訪れる来場者にラ
グビーワールドカップ2019™の興奮と感動を共有し
ていただくとともに、神奈川・横浜をＰＲする絶好の
機会として、『ラグビーワールドカップ2019™ ファ
ンゾーン in 神奈川・横浜』の開催に取り組んだ。
　神奈川・横浜らしさを感じる海と芝生のロケーショ
ンの「臨港パーク（横浜市西区みなとみらい１）」を
会場とし、９月20日の大会開幕から11月２日の決勝
までのうち、15日間の開催を予定し、約15万人の来
場者数を目標とした。
　また、来場者の利便性向上のため、桜木町駅から
シャトルバスを運行した。

　神奈川・横浜は、開港以来、積極的に海外文化を受
け入れ発展してきた歴史を持つ。日本・神奈川・横浜
の文化を体感できるステージイベントや、美味しい飲
食物の提供（ケータリング）などを実施し、ラグビー
ワールドカップの興奮と、ファンゾーンという新たな
スポーツを楽しむ文化を外国人と日本人が共に体感
する非日常的な空間を創出するため、コンセプトを

「日本・神奈川・横浜と海外が出会う場所」とした。

概　　要

2017年 7月 大会組織委員会 
  ファンゾーンガイドライン
  第１版提示
2017年 10月 ファンゾーン運営計画書Ver.1
  （候補地選定など）
  作成業務委託契約締結
2018年 4月 臨港パークへの設置 決定
  （大会組織委員会 承認）
2018年 ７月 ファンゾーン運営計画書Ver.2
  及びFinal（開催計画、実施概要）
  作成業務委託契約締結
2018年 11月 臨港パークでテストイベント実施
2019年 ５月 ファンゾーン運営委託事業者決定

　ファンゾーン開催日は国内外からの多くの来場者
で賑わった。台風の影響で10月12日、13日の２日間
が開催中止となったが、開催した13日間の総来場者
数は、目標を超える15万3,700人となった。
　さらに、１日の平均来場者数は約12,000人と、12
開催都市16ファンゾーンで最多となった。
　日本戦や決勝トーナメントの試合は大変人気で日
本戦３試合と決勝開催日は入場制限を行った。
 　また、日本人と外国人が、ビールを片手に、共に
記念撮影や、会話を楽しむ姿が見られ、ファンゾーン
はラグビーを通して様々な国の人が出会い、交流する
場となった。
　開催期間中のケータリングの総売上金額は１億
3,391万円に上った。

スケジュール

コンセプト

実　　績

ラグビーワールドカップ2019™ファンゾーンin神奈川・横浜

■ コンセプト：「日本・神奈川・横浜と海外が出会う場所」
■ 会　　　場：臨港パーク（横浜市西区みなとみらい１）
■ 開　催　日：９月20日〜 11月２日の土日、９月20日、11月１日の13日間
　　　　　　　 （台風の影響で中止の10月12日、13日を除く）
■ コンテンツ：パブリックビューイング、ステージイベント、ケータリング、地元PRブース
　　　　　　　 ラグビーアクティビティ、コマーシャルパートナーブース
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ファンゾーン開催日ごとの入場者数

ファンゾーン全景（計画図）

No. No.入場者数開催日 入場者数開催日

合計

主な試合 主な試合

1

2

3

4

5

6

7

ー

ー

8

9

10

11

12

13

9月20日（金）

9月21日（土）

9月22日（日）

9月28日（土）

9月29日（日）

10月5日（土）

10月6日（日）

10月12日（土）

10月13日（日）

10月19日（土）

10月20日（日）

10月26日（土）

10月27日（日）

11月1日（金）

11月2日（土）

8,800人

16,800人

13,500人

14,400人

6,800人

16,000人

6,600人

6,900人

16,700人

13,700人

11,100人

4,800人

17,600人

台風のため中止

台風のため中止

日本対アイルランド

オーストラリア対ウェールズ

日本対サモア

ニュージーランド対ナミビア

神奈川・横浜開催
ニュージーランド対南アフリカ

神奈川・横浜開催
アイルランド対スコットランド

153,700人

準々決勝 イングランド対オーストラリア
準々決勝 ニュージーランド対アイルランド
準々決勝 ウェールズ対フランス
準々決勝 日本対南アフリカ

準決勝 神奈川・横浜開催
イングランド対ニュージーランド

準決勝 神奈川・横浜開催
ウェールズ対南アフリカ

決勝 神奈川・横浜開催
イングランド対南アフリカ

3位決定戦
ニュージーランド対ウェールズ

開幕
日本対ロシア
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会場計画
〈 ボランティア 〉

　公式ボランティアを、ファンゾーン内及び最寄り駅
（横浜駅・桜木町駅・みなとみらい駅）からファンゾー
ンへの動線上に配置した。
　ファンゾーンにおいては、会場内及び入退場ゲート
における案内誘導、混雑時における動線確保の補助、
フォトスポットなどでの写真撮影によるおもてなし、
ラグビーアクティビティの待機列整理、アンセムの歌
詞カードの配布などその活動は多岐にわたった。
　横浜駅、桜木町駅及びみなとみらい駅には、案内デ
スクを設置し、ファンゾーンや競技場への行き方を案
内するとともに、各駅からファンゾーンへの動線上で
は、各所にプラカードを持った案内誘導ボランティア
を配置し、ファンゾーンや駅へ来場者を誘導した。

　神奈川・横浜を象徴するような海に面した開放的な
ロケーションである臨港パークにおいて、12開催都
市で最大面積（４万㎡超）となるファンゾーンを開催
した。
　会場の中心には、12開催都市のファンゾーンで最
大級となる380インチの大型スクリーンのほか、イベ
ントステージや観客用大型テントを設置し、入退場
ゲートや会場を囲むフェンスを含め、大会組織委員会
のガイドラインに基づく統一デザインを施し、ラグ
ビーワールドカップ2019の雰囲気を創出した。
　そのほか、仮設トイレ、救護所、喫煙スペースなど
の設備を需要想定に基づき設置。特に、外国人の通信
環境確保のため、臨港パークに常設のWi-Fiに加え、
新たに仮設のWi-Fi設備も設置した。
　ファンゾーンが始まると、初日から想定以上のお客
様が来場し、観戦エリアが手狭になったため、アク
ティビティエリアを移動させ、開催４日目（９月28
日）から大型スクリーンを見られるエリアを拡大した

（移動前と移動後は右ページの会場配置図参照）。
　このように、臨機応変に対応したことで、より多く
の方にパブリックビューイングやステージイベント
を楽しんでいただくことができた。

〈 警備 〉

　ファンゾーンの安全確保のため、試合が行われる競
技場と同等レベルの厳格な警備を実施した。
　会場を高さ1.8mのフェンスで囲んだほか、会場内
外に約60名の警備スタッフを効果的に配置し、入退
場ゲートでは手荷物検査と金属探知器によるボディ
チェックを実施した。
　また、神奈川県警察からもファンゾーンに警察官を
派遣していただき、警備を含めた運営スタッフと連携
して安全確保に協力していただいた。

会場運営
桜木町駅前で案内

会場で待機列の整理

フォトスポットで記念撮影
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開催初日（９月20日）から開催３日目（９月22日）までの会場配置図

開催日４日目（９月28日）から最終日（11月２日）までの会場配置図（アクティビティエリア移動後）

観戦エリアを拡大
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コンテンツ

　ファンゾーンのコンセプトである「日本・神奈川・
横浜と海外が出会う場所」に基づき、海外からの観光
客をメインターゲットとし、様々なコンテンツを実施
した。
　各コンテンツの概要と実施日の状況は次の通り。

〈 パブリックビューイング 〉

　パブリックビューイング用に380インチ（縦4.8m
×横8.4m）の大型スクリーンを設置し、開催中は全
国各地の大会試合映像を放映した。
　ファンゾーン開催日に、各日１〜３試合、計25試
合を放送した。
　試合の解説には、ラグビー元日本代表選手やジャパ
ンラグビートップリーグの選手を招き、盛り上がりに
ご協力いただいた。

フォトフレームを使って記念写真を撮影

閉場時間にはハイタッチでお見送り

ビール片手に観戦エリアで試合を楽しむ

円陣を組むボランティア

離れていてもよく見える380インチの大型スクリーン

ボランティアと大会公式マスコット「レンジー」で記念撮影
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〈 ステージイベント 〉

　大型スクリーンに併設したステージで、様々なス
テージイベントを開催した。
　その内容は、日本・神奈川・横浜の文化、出場国・
地域の文化を体感し、それによってお互いの文化を理
解し、交流できるプログラムを用意した。各国の言語
を理解できなくても楽しめるステージを意識し、特に
和太鼓、神輿、忍者ショー、ハカ、アイルランド音楽、
大会公式マスコット「レンジー」と歌舞伎の連獅子共
演などは反響が大きかった。
　また、ステージイベントや会場内の案内、試合前の
解説などを日本語と英語で行い、分かりやすかったと
外国人来場者から好評を得た。

外国人に人気の小田原の忍者ショー（９月28日、10月5日）

ラグビーでもおなじみ、ニュージーランドの伝統芸能「ハ
カ」（10月19日）

迫力の和太鼓パフォーマンス（多数回演奏）

アイルランド音楽（９月22日、９月28日、10月26日）

神輿パフォーマンス。日本人も外国人も一緒に神輿を担
いで練り歩く（11月２日）

レンジーと歌舞伎の共演（10月20日、11月２日）
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※『対戦カード（会場）』が記載されているものは、大型スクリーンによるパブリックビューイング

ステージイベント・パブリックビューイングのタイムテーブル
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〈 ケータリング 〉

　「神奈川・横浜の老舗・名店」「神奈川・横浜の地産
地消」「大会出場国の料理」の３テーマに該当する出
店者を公募し、物販テントとキッチンカーの２パター
ンが出店した。
　食品衛生法の関係により、調理行為がキッチンカー
のみに限定されたこと、会場が広く、出店エリアを分
散させる必要があること、出店が長時間にわたるなど
課題も多かったが、13日間で計34店舗が出店した。
　中でもフィッシュ＆チップスを販売した店は連日
大人気で長い行列ができ、スコットランドのフィッ
シュ＆チップスチャンピオンの店は、特に人気だった。
　また、ラグビーファンはビールを大量に消費すること
から、大型テント内及び物販エリアにハイネケンバーを
設置したほか、他店舗でも生ビールや缶ビールを販売す
ることで、期間中に売切れることはなかった。
　各店舗とも回を重ねるごとに工夫を凝らし、これま
でに出店した催事イベント中、最高の売り上げを記録
した店もあった。
　  売　上　総　額：１億3,391万円
　  ビール消費量：14万6,431本（350ml缶換算）

ちゃんこジャパン　キッチンカーでちゃんこを提供

ビールを提供するハイネケンバーはいつも大賑わい

ありあけ　物販テントで「ラグビーハーバー」を販売

大人気だったフィッシュ＆チップスの提供店

ラグビー観戦のお供にはハイネケンのビール

崎陽軒　物販テントでシウマイを販売
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ケータリング出店事業者一覧

出店名 販売品目

神
奈
川･

横
浜
の
老
舗
、
名
店

神
奈
川
・
横
浜
の
地
産
、
地
消

大
会
出
場
国
の
料
理

ありあけ

泉平

梅や

小田原かまぼこ 丸う田代

勝烈庵・馬車道十番館

ガトーよこはま

崎陽軒

牛鍋　荒井屋

七福　上大岡店

富貴包子楼

ポンパドウル

もとまちユニオン

橫浜ガストロノミ協議会

ラグビーダイナー　セブンオウス

イタリアンダイニング　カリーナ

神奈川のクレープ屋さん

高座豚手造りハム

地元鶏のプレミアムとり天

たまや

大どこんじょうホルモン

ちゃんこジャパン

ハワイアンフードトラックH&H

ビストロトニー

横濱金沢ブリュワリー　ラフシオンナナ

横浜市中央卸売市場本場

横濱ワイナリー（横浜PRブース）

横浜若蔵

レストランなんどき牧場

コルポデラストレーガ

フィッシュアンドチップスマリン

ポテトステーション

シーフード・フロム・スコットランド
ザ・ベイ　フィッシュ＆チップス

洋菓子「横濱ハーバー」、日本代表ユニフォームをデザインした特別商品など

寿司（のり巻き、いなり）

もも肉から揚げ、焼鳥、梅やソーセージ、骨付きもも

小田原かまぼこ、さつまあげなど

かつれつ弁当

よこはまチーズケーキ、チーズプリン、ミニパウンドケーキ

シウマイ弁当、おつまみ、横濱サブレ～金ごま～

牛すき弁当

スルメイカの丸焼き、三崎マグロのカルビ焼き

しゅうまい、餃子、チャーハンなど

手作りパン、惣菜など

惣菜、おつまみ、ペットボトル飲料、ビール（ハイネケン）

横濱中華街弁当、中華菓子、袋入り菓子

駅弁、惣菜

クレープ各種

ミックスグリル、フランクフルト、豚ステーキ

ちゃんこ

ポーク、シュリンプ、アイス

ケバブ、揚げ物類、ラムステーキ、ピタバーガー

フランクフルト、ホットドッグ、卵焼き、弁当など

フィッシュ＆チップス、地魚フライ、アヒージョ、サバまん

ビール（ハイネケン）、ワイン各種、おつまみ

豚丼、串焼き、から揚げ

メンチカツ、コロッケ、エビフライ、アジフライ、から揚げなど

パニーニ、ポルケタ、チキン

フィッシュ＆チップスなど

地元の野菜や魚、昆布を使ってラグビーボール型に練り上げた「クネル料理」、
焼き菓子盛り合わせ

ナポリタン＆ハマポークのローストセット、THE横浜サバサンド、
ハートのポップオーバーサンドウィッチなど

清川ポークを使った豚バラ串、タコス、　豚しゃぶカップサラダ、
地酒、ハイボールなど

濱地どりのとり天、かながわ鶏のとり天、地鶏のとり天丼、鶏カレー、
湘南和牛の牛カツ、湘南和牛の牛丼など

横浜農場小松菜カレー、ミーゴレン、ナシゴレン、BBQチキン、鳥串し、
春巻き、揚げバナナ、インドネシアラーメン

フィッシュ＆チップス、フィッシュサンド、フィッシュロール、ロングフライ、
ジャンボターキー、アイス

フィッシュ&チップス、シュリンプ&チップス、チキン&チップスなど

横浜中華街
発展会協同組合

ハイネケンバーー ビール
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〈 地元PRブース 〉

　神奈川・横浜の魅力発信、シティプロモーションを
目的に市内・県内から様々な団体がブース出店を行っ
た。忍者体験、手裏剣投げ体験、折り紙体験、県内の
蔵元の日本酒が試飲できるコーナーなど、日本文化の
体験型、参加型のコーナーは外国人の人気を呼んだ。

〈 ラグビーアクティビティ 〉

　２種類のエア遊具、ラグビーの一連の動きを体験で
きるアスリートチャレンジ、ラグビーボールと触れあ
えるラグビーパークなどを用意し、子どもから大人ま
でラグビーの楽しさを体験いただいた。
　アクティビティエリアは、入場者の増加に伴う観戦
エリア拡大のために当初設置された場所から一部移
動した。特に子どもたちに人気だったラグビーパーク
は当初の予定よりも広いエリアに移動したため、結果
的に多くの体験希望者を受け入れることができ、大好
評だった。
　なお、アクティビティエリアの設置・運営にあたっ
ては、神奈川県ラグビーフットボール協会にご協力い
ただいた。
　また、パブリックビューイングの解説で招いたジャ
パンラグビートップリーグの選手にもアクティビ
ティエリアを訪れていただき、来場者と交流していた
だいた。

◆ラグビーショットガンタッチ
　スポーツ番組でおなじみのショットガンタッチが
ラグビーに！落ちてくるボールをキャッチしてダイ
ビングトライ！

観光案内・物産販売（かながわ屋）

地酒試飲（東京国税局）

手裏剣体験（小田原市）

東京2020大会のPRブース

ラグビーショットガンタッチ　ボールに向かってダイブ
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◆アスリートチャレンジ
　５つのプレーにチャレンジして、モニターに表示さ
れる計測結果で、事前にラグビーのトップ選手に計測
してもらった記録に挑戦！

◆ＶＳ　ＲＵＧＢＹ
　綱引きのラグビー版！巨大なボールを挟んで背中
合わせに綱で繋がれた二人がラグビーボールを持っ
て、お互いの目の前のＨポールを目指してトライ！
どっちがトライできる！？

◆ラグビーパーク
　自由に遊べる空間でラグビーボールなどを使って

「投げる」、「蹴る」、「トライ」を体験。

アスリートチャレンジ　ボールを持って、ポールをかわ
しながら素早く走る VS RUGBY　トライを目指して前へ

ラグビーパーク ボールを投げたり、蹴ったり、ぶつかったり

アスリートチャレンジ　最後はトライ！

アスリートチャレンジ　挑戦後は結果を確認
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〈 コマーシャルパートナーブース 〉

　大会公式スポンサー各社がその魅力をアピールす
る出展エリアには多くの来場者が足を止めた。
　ランドローバーの試乗体験コーナーでは、急傾斜を
登って降りるスリルあふれる体験に長い行列ができ
た。全国のファンゾーンの中で、ランドローバー社の
試乗体験ができたのは横浜のファンゾーンのみだっ
た。

ランドローバー試乗体験は大人気だった

リポビタンDのサンプルを配布（大正製薬）

顔認証ゲームや骨幹測定を実施（NEC）

記念撮影とプリントサービスを実施（キヤノン）
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　大会前にはファンゾーンの認知度の低さが懸念さ
れ、広報誌や交通広告、ホームページ（横浜ラグビー
情報）やSNS、町内会の掲示板や英語版のホームペー
ジなどを活用して情報発信に努めた。
　ファンゾーン開催初日前日の9月19日には、報道
各社を集めたメディアツアーで、ラグビー元日本代表
の廣瀬俊朗氏らをゲストに招き、ファンゾーンの魅力
についてプレゼンを行った。その様子はテレビやその
他媒体で広く紹介された。

　

　開催後もロケーションの良さから連日、国内外から
多数のメディアが取材に訪れ、神奈川・横浜が世界に
大きく発信された。また、来場者により会場内の様子
がSNSで好意的に発信されることも多く、情報が拡
散して、多くの人に横浜のファンゾーンの存在を知っ
ていただくことができた。

神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4

広報活動等
【主な報道】
・ＮＨＫ「ニュースウォッチ９」「首都圏ネットワーク」
・日本テレビ「バゲット」「ｎｅｗｓ　ｅｖｅｒｙ．」
「Ｇｏｉｎｇ！　Ｓｐｏｒｔｓ＆Ｎｅｗｓ」
「シューイチ」「ＺＩＰ！」「スッキリ」
・フジテレビ「めざましテレビ」
・ＴＢＳ「サンデー・ジャポン」
　など。その他、新聞・雑誌等多数掲載

　このほか、ファンゾーンについて、問合せが多数想
定されることから、市のコールセンターとは別に、専
用のコールセンターを設置した。対応言語は日本語・
英語とした。

　15日間開催で約15万人の来場を目標としていたが、
台風の影響で13日間の開催となったにも関わらず、延
べ15万3,700人が来場した。１日の平均来場者数は約
12,000人で、12開催都市16ファンゾーンで最多となっ
た。
　日本では馴染みの薄かったファンゾーンの準備は
未知数の部分もあったが、多くのお客様に来場してい
ただき、会場内では日本人と外国人が記念撮影をした
り、一緒にビールを飲んだり、会話する姿も見受けら
れ、ラグビーを通して様々な国の人が交流する場を提
供する当初の目的を果たすことができた。
　屋外での開催には天候の心配から危惧した部分も
あり、実際に台風の影響で２日間が開催中止となった
ものの、神奈川・横浜らしい場所で開催したことで、
神奈川・横浜の魅力を広く世界に発信することがで
き、ファンゾ―ンは大成功であった。

大会を振り返って

メディアツアーでファンゾーンの魅力をPR（９月19日）

コールセンターの履行日及び履行時間

開催前 ９月17日〜９月19日 10:00 〜 18:00

開設期間 受付時間

ファンゾーン開催日
10:00 〜 20:00

ファンゾーン非開催日
10:00 〜 18:00

９月20日〜 11月２日開催期間中
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ファンゾーン
スナップショット



121

神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4



122

新横浜駅構内の装飾

　街全体で大会を盛り上げると同時に、ラグビーワー
ルドカップ2019に染まった神奈川・横浜の街を世界
中にPRするため、競技場周辺やラストマイル上、市
庁舎・県庁舎周辺など観戦者をはじめ多くの人の目に
触れる場所に、バナーフラッグの掲出などの都市装飾
を行った。
　また、街全体を華やかに彩る屋外広告物によって大
会を盛り上げるため、屋外広告物の大きさや場所の規
制について、「広告物活用地区制度」を活用し一部緩
和。これにより歩行者用デッキを装飾するフラッグや
大会のシンボルとなる大型モニュメントの掲出が可
能となった。

〈 新横浜・小机・北新横浜駅周辺 〉

　観戦者の方に駅を降りた瞬間からラグビーワール
ドカップ2019の華やかな雰囲気の中、会場まで向
かっていただき、大会の特別な高揚感を感じていただ
くおもてなしと誘導を目的として、新横浜駅・小机
駅・北新横浜駅からスタジアムへの動線上や競技場周
辺を大型懸垂幕や壁面装飾、街灯バナーなどで装飾し
た。

シティドレッシング

概　　要

小机駅

新横浜駅

地下鉄新横浜駅

西ゲート前

北新横浜駅

新横浜・小机・北新横浜駅周辺のシティドレッシング実施場所

装飾実施場所
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新横浜駅交通広場のデジタル
サイネージ

市営地下鉄新横浜駅改札の
柱装飾

北新横浜駅周辺の地上電源機器
装飾

新横浜駅ペデストリアンデッキ階段装飾 小机駅構内の大型看板

新横浜駅ペデストリアンデッキ上スイングバナー等装飾 小机駅の階段壁面装飾

デザインマンホール競技場へ続く西ゲート橋のスイングバナー
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横浜駅中央西口駅
前広場整備工事の
仮囲い装飾

神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4

FOOD&TIMES ISETAN YOKOHAMA

◆横浜駅

〈 横浜都心臨海部 〉

　横浜の街全体での賑わい創出とおもてなし、ファン
ゾーンへの誘導を目的に、みなとみらい21地区を大
型懸垂幕や街灯バナーなどで装飾した。また、横浜の
代表的なみなとみらいの街並みがSNSで世界中に拡

散されることによるシティプロモーションを視野に、
大型モニュメント『Big Try』を桜木町駅前広場に設
置した。
　そのほか、横浜駅にある工事仮囲いへの大型装飾や
関内・日本大通り周辺にも街灯バナーなどでの装飾を実
施し、横浜を訪れる国内外の方に横浜の魅力を発信した。

コレットマーレ

原鉄道模型博物館

クイーンモール

横浜
YCAT

マークイズ

国際大通り

クイーンズスクエア

クロスゲート

市庁舎周辺

日本大通り

大さん橋

山下公園通り

横浜マリンタワー

横浜都心臨海部のシティドレッシング実施場所

装飾実施場所
★フォトスポット設置場所

動く歩道

桜木町駅前広場
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動く歩道階段装飾
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大型モニュメント「Big Try」

ランドマークプラザの懸垂幕
ラグビーボールの装飾は三菱地所（株）による

桜木町駅前のバナーフラッグ

クロスゲート
大型懸垂幕

クイーンモールのフォトスポット

コレットマーレのフォトスポット

◆桜木町・みなとみらい

動く歩道バナー
フラッグ装飾
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市庁舎前カウントダウンボード

（上・下）県庁舎の装飾や階段装飾

◆関内、日本大通り

横浜マリンタワー特別ライトアップ

横浜マリンタワー
１階 のキヤノン
ウォールギャラ
リー

大さん橋ホール
のフォトスポット

市庁舎の装飾

関内の街灯バナー

日本大通りの街灯バナー

神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4
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小田原駅前のキヤノンウォールギャラリー

小田原城とバナー

オーストラリアのジャージを身にまとった小田原の北条早雲像

大船駅の大型パネル

小田急線小田原駅

海老名駅のキヤノンウォールギャラリー

〈県内各所〉

　神奈川県内各所で、街の賑わい創出を目的に様々な
装飾を行った。

◆小田原　

◆海老名

◆大船

神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4
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　横浜国際総合競技場での試合開催日に、最寄り駅
である新横浜駅前、小机駅前で試合観戦に来られた
方々に楽しんでいただくため、おもてなしイベントを
実施した。

〈 横浜ラグビーフェスタ2019 〉
 
　試合開始前に新横浜駅北口西広場で、国内外から
訪れる観戦客をおもてなしするためのイベントを実
施した。

◆開催日時と来場者数

◆内容
・ステージイベント　
　　横浜音祭りと連携したミニライブ、
　　出場国・地域のアンセムの歌唱
・体験ブース
　　日本文化体験（剣道、書道）
・ラグビー縁日
・横浜市PRブース
　　パンフ類配布、重ね押しポストカード作成体験
・そのほか
　　給水所、手荷物預かり、救護所などを設置

試合開催日のイベント

概　　要

内　　容

イベント全景 出場国・地域のアンセムを来場者みんなで合唱

ミニライブも行われた 外国人に人気だった剣道体験

９月21日

９月22日

10月26日

10月27日

11月２日

11:00 〜試合開始

開催日時

11:00 〜試合開始

11:00 〜試合開始

11:00 〜試合開始

11:00 〜試合開始

約8,000人

来場者数

約7,500人

約20,000人

約20,000人

約20,000人

５日間の合計 約75,500人

※10月12日、13日は台風のため中止



129

神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4

〈こづくえマルシェ〉

　試合開始前に小机駅周辺特設会場で国内外から訪
れる観戦客や区民など、たくさんの人が集まること
のできる場としてマルシェ（市場）を開催。地元野
菜の物販、キッチンカーでの飲食の提供、フォトス
ポットなどでお客様をもてなした。

◆開催日時と来場者数

◆内容
　地元野菜物販エリア、キッチンカーエリア、フォト
スポット

〈 大会期間中の
パブリックビューイング実績 〉

　大会期間中、競技場以外で、大勢の人と一緒に試
合観戦を楽しめる場所として、県内・市内の各地で
パブリックビューイングを実施した。

こづくえマルシェのキッチンカー

こづくえマルシェの物販店

会場 参加者数対戦カード日程

9月20日

9月21日

9月22日

9月28日

9月29日

10月5日

10月13日

10月19日

10月20日

11月2日

ブランチ横浜南部市場

栄公会堂

海老名駅駅間芝生広場

ハルネ小田原うめまる広場

金沢区役所会議室

金沢区役所会議室

ハルネ小田原うめまる広場

港南地区センター

金沢公会堂

ハルネ小田原うめまる広場

レンブラントホテル厚木

港北公会堂

ラゾーナ川崎プラザ

ラゾーナ川崎プラザ

小田急ホテルセンチュリー相模大野

藤沢市民会館小ホール

日本対ロシア

オーストラリア対フィジー

アイルランド対スコットランド

日本対アイルランド

オーストラリア対ウェールズ

日本対サモア

日本対スコットランド

オーストラリア対イングランド

日本対南アフリカ

イングランド対南アフリカ

270人

142人

1,200人

150人

30人

50人

180人

90人

596人

180人

400人

350人

2,100人

※台風のため中止

1,000人

465人

９月21日

９月22日

10月26日

10月27日

10:00 〜 15:00

開催日時

10:00 〜 14:00

10:00 〜 14:00

10:00 〜 15:00

約900人

来場者数

約800人

約1,000人

約1,200人

約3,900人４日間の合計

※10月12日、13日は台風のため中止
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　各会場の試合開始前の演出の一つとして行われた
のがホストシティパフォーマンス。
　試合開始110分前を目処に開催都市に与えられた
時間は約20分間で、実施の要否、内容、実施回数は
開催都市の判断に委ねられた。
　神奈川県・横浜市でも国内外から訪れる観戦客への
おもてなしや、神奈川・横浜の魅力を世界へ発信する
絶好の機会として、神奈川県・横浜市を発祥とするバ
トンとマーチングバンドのパフォーマンスを実施し
た。

2018年２月　第１回開催都市ヒアリング調査
2018年6月　第２回開催都市ヒアリング調査
2019年2月　第３回開催都市ヒアリング調査

（神奈川県バトン協会及び神奈川県マーチングバンド
連盟による合同演技での実施を回答）
2019年4月　実施決定（大会組織委員会承認）
2019年9月　リハーサル実施

　当日は、バトン協会から185名、マーチングバンド連
盟から347名が参加して、笑顔溢れるダイナミックなパ
フォーマンスを披露し、観客から温かい拍手が送られた。
　競技場内に出演者控室が用意できなかったことから
横浜市立小机小学校、神奈川県立新羽高校に控室とし
て体育館や教室をご提供いただいた。

演奏曲目：「We Will Rock You」、 「Hands Across the Sea」、 「World In Union」　

〈神奈川県バトン協会〉　鎌倉女学院中高バトン部、
神奈川県立川和高等学校バトントワリング部、横浜
市立横浜商業高等学校バトントワリング部、北鎌倉
女子学園中学校高等学校バトン部、横浜市立金沢
高等学校バトントワリング部、茅ヶ崎バトン、team 
BAT！、洋光台バトン、バトンチームチェリーズ

〈神奈川県マーチングバンド連盟〉　神奈川県立湘
南台高校吹奏楽部、関東学院マーチングバンド、鎌
倉女子大学中等・高等部マーチングバンド、横浜市
立小机小学校マーチングバンド、横浜市立菊名小
学校マーチングバンド、横浜市立太尾小学校マーチ
ングバンド、神奈川県警察音楽隊

出演団体：

概　　要

スケジュール

実　　施

ホストシティパフォーマンス

演技するバトンチーム

演奏するマーチングバンド

バトンとマーチングバンドが合同パフォーマンスを実施
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　神奈川県・横浜市では、それぞれラグビーワールド
カップ2019の開催にあわせ、国内外から訪れる観戦
客に神奈川・横浜の文化や魅力を知っていただくため
の様々な取組を行った。

〈海外における認知度向上の取組〉
　
 海外における認知度向上に向けた戦略的シティプ
ロモーションと、ターゲットに応じた誘客プロモー
ションを実施した。

◆海外テレビの活用
　2019年９月21日〜 11月２日にわたり、ユーロ
ニュース（世界157か国）での特集番組やCM放映を
行い、約1,541万人が視聴した。また、英国地上波

「ITV4」では10月２日〜 10月11日にわたり、試合放
映内でのCM放映を実施し、約374万人が視聴した。

◆航空機内や空港ターミナルなど　
　2019年10月１日〜 31日に航空機内ビジョンで
のCM配信（ブリティッシュ・エアウェイズ、カンタ
ス航空、ANA）したほか、羽田空港国際線ターミナ
ル内広告掲出（９月３日〜 11月２日）や山手線車内
ビジョン（10月14日〜 11月３日）、渋谷スクランブ
ル交差点サイネージ（10月14日〜 11月３日）での
CM配信により、大会期間中の訪日客の動線上での
プロモーションを展開した。

◆訪日観戦客向けプロモーション
　2018年11月〜 2019年11月にかけて、旅行口コミサイ
ト「トリップアドバイザー®」への横浜特集ページの開設
と、ターゲティング広告による市内宿泊促進プロモーショ
ンを行った。
　また、英語ニュースサイトでの情報発信や体験型観光
マップの配布とWEB配信（いずれも2018年9月〜 2019
年11月）、英字新聞ラグビー特集（別刷り）への出稿（2019
年9月20日、10月23日）により、市内回遊を促すプロ
モーションを実施した。
　さらに、関東圏の開催都市（埼玉県、熊谷市、東京都、
神奈川県、横浜市）が連携し、周遊ルートを提案する冊
子やウェブサイトを制作し、英国現地やオンライン上でプ
ロモーションを実施した。

神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4

概　　要

街の賑わいと観光振興

横浜市の取組

ユーロニュースの動画

羽田空港国際線ターミナル広告

案内デスクでの英字新聞の活用
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◆海外メディアや旅行会社向けセールス
　2018年５月〜 2019年11月までに13回にわたり英
国等での現地セールスを行った。また、2018年から
大会期間中にかけて、旅行会社・メディアの招聘、受
入や海外メディア向けプレスツアーを実施したほか、
大会期間中は、海外メディア向け観光情報等提供デス
クの設置（横浜国際総合競技場内及び大会組織委員
会併設）、観光プロモーション用素材映像の海外メ
ディアへの提供を行った。

〈 昼も夜も滞在を楽しめる魅力づくり 〉　

　観戦を目的に訪れた旅行者が、昼も夜も滞在を楽し
めるよう、文化・観光施設における取組やイベントな
どを実施した。

◆横浜美術館での取組
　大会開幕にあわせ、企画展開催中の金曜・土曜に
開館時間を20時まで延長した。また、2019年9月20
日から休館日を除く毎日、21時までライトアップを実施。

【企画展日程】　2019年9月21日〜 2020年１月13日
【開館時間】10時〜 18時（金曜・土曜は〜 20時まで）
【ライトアップ】休館日を除く毎日、21時まで

◆「三溪園和音まつり2019」の開催
　国指定名勝庭園・三溪園では、９月20日〜 11月１日
のうち17日間、開園時間を通常の17時までから19時ま
でに延長し、和楽器などの演奏会を開催した。また、日
没からは三溪園を代表する「旧燈明寺三重塔」や庭園の
ライトアップを行い、日本庭園を幻想的な灯りで彩った。

【日程】
2019年９月20日〜 11月１日のうち17日間

【ライトアップ】日没後〜 19時
【夜間来園者数】約1,600人

◆横浜能楽堂での取組
　大会を取材に訪れた海外メディア向けツアーとし
て、2019年10月30日に能舞台見学と仕舞鑑賞を行
い、日本の伝統芸能に触れていただく取組を実施した。

英国での現地セールスの様子

重要文化財建造物での和楽器などの演奏

横浜能楽堂での海外メディア向けツアー
仕舞「羽衣」（観世流）梅若　紀彰

横浜美術館のライトアップ
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◆NIGHT SYNC YOKOHAMA
　（創造的イルミネーション）
　観戦に国内外から訪れた多くの方に横浜の夜を楽し
んでいただくため、美しいイルミネーションと先端技術
を活用した都市的スケールの光をシンクロさせる

「NIGHT SYNC YOKOHAMA（ナイトシンクヨコハマ）」
を実施した。
　新港中央広場でのメディアアートや広場と周辺の施
設が連携した光と音楽の演出を実施したほか、11月２
日、10日に特設ステージで、横浜能楽堂との連携企画
として仕舞を披露した。

【開催期間】2019年11月１日※〜 12月27日　
  18時〜 21時10分
   ※台風の影響により10月23日より変更

【場所】新港中央広場を中心とした新港地区

◆文化芸術イベント
　「コンパスヨコハマ2019」
  ラグビーワールドカップ2019、横浜美術館の企画
展の開催に合わせ、横浜美術館前で、夕暮れから夜の
時間を中心に、文化芸術イベントを開催

【開催期間】2019年９月20日〜９月29日    ※台風の
影響により９月23日は中止

【会場】 横浜美術館前 美術の広場（グランモール公園）
【来場者数】約26,000人

〈 民間事業者などの取組 〉

　大会期間中に、行政だけでなく民間事業者におい
ても市内消費拡大に向けた様々な取組が行われた。

◆野毛長卓UTAGEプロジェクト
　野毛の路地に並べた机で飲食を楽しむイベントが
開催された。野毛ならではの日本料理であるくじら、
うなぎ、フグなどを提供した。

【主催】　野毛UTAGEプロジェクト実行委員会
【開催日】2019年９月22日、10月27日
【会場】　野毛仲通り、中央通り
【来場者数】約2,400人

◆横浜中華街「夜市」
   横浜中華街では「夜市」が開催された。市場通り
をメイン会場として、ダンスショーやライブパ
フォーマンスも用意して来場者をおもてなし。一部
店舗では通常よりも営業時間を延長した。

【主催】横浜中華街発展会協同組合
【開催日】2019年９月21日、22日、10月26日、
27日、11月２日　19時〜 23時

【会場】　横浜中華街、市場通り周辺
【来場者数】約11,700人

◆吉田町『スランジバー！
　（Slainte mhor!）ラグビー　スコットランド』
　BarやPubが立ち並ぶ吉田町の一角にテーブルが設
置され、スコットランド伝統のバグパイプやハイランド
ダンスを楽しみながらスコットランドのウィスキーやジ
ンを味わえるイベントが開催された。

【主催】吉田町名店街会
【開催日時】2019年10月13日　15時〜 22時
【会場】吉田町野良猫通り
【来場者数】約1,000人

NIGHT SYNC YOKOHAMA

お酒を飲みながらの国際交流

NIGHT SYNC YOKOHAMA×横浜能楽堂
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◆一商店街一国運動
　市内18商店街で、ラグビーワールドカップ2019の機
運を高めるため、大会の参加国又は地域から、商店街
が独自に国を決めて応援する「一商店街一国運動」が
行われた。一商店街一国運動では、国の特産品の販
売、飲食メニューの提供、文化紹介イベントの開催等
に取り組んだ。

◆新横浜ウェルカムモニュメント
　ラグビーワールドカッ
プ2019の観戦で新横浜を
訪れた人の思い出になる
ようにと新横浜町内会が
新横浜駅前東広場に「新横
浜ウェルカムモニュメン
ト」を設置し、９月15日夜
にお披露目式が行われた。
 モニュメントは、11月２
日（決勝）まで展示された。

◆「岡部文明2019展
　～ラグビー精神で愛と平和の象徴を描く～」開催
　2019年９月３日〜 11月３日に横浜赤レンガ倉庫
１号館で、ラグビーの練習中に頸椎脱臼骨折を負いな
がらも、サーカスで出会ったピエロを描き続けている
岡部文明氏による「岡部文明2019展〜ラグビー精神
で愛と平和の象徴を描く〜」が開催された。

◆MOTOMACHI MEETS RUGBY
　～元町ラグビー応援月間2019 ～
　元町ショッピングストリートでは、ラグビーが身近に
感じられる参加型のイベントや、ラグビーワールドカッ
プ2019参加国・地域にちなんだ国際色豊かな様々な
イベントを開催した。

【主催】協同組合元町SS会
【開催期間】2019年９月７日〜 10月31日
　　　　　　※元町ラグビー応援月間

【会場】元町ショッピングストリート
【来場者数】約10,000人※10月20日のみの人数

◆横浜橋、伊勢佐木町「御神輿イベント」
　外国人も参加できる御神輿体験イベントが開催され
た。合わせてニュージーランド物産展も開かれた。

【主催】横浜橋通商店街、協同組合伊勢佐木町商店街
【開催日】2019年10月27日
【会場】大通り公園、横浜橋商店街、伊勢佐木町商店街
【来場者数】約8,000人

◆関内「ラグビー観戦イベント」
　決勝のパブリックビューイングが開催された。試合
時間前には、ラグビー講座やファミリー向けイベントも
開催された。

【主催】関内まちづくり振興会
【開催日】2019年11月2日
【会場】関内メディアビジネスセンター内
【来場者数】約1,000人

◆石川町「石川町音楽祭 GET DOWN」
　恒例の「石川町音楽祭 GET DOWN」において、ラ
グビーファンブースが特別展開され、子供向けラグビー
ゲームや、アメリカチーム応援のためのアメリカンフー
ドやドリンクの販売、ソウルバンドやアーティストによ
る演奏などが行われた。

【主催】石川町音楽祭実行委員会
【開催日】2019年9月29日
【会場】 ひらがな商店街
【来場者数】約1,000人

ウェルカムモニュメント

応援国の特産品をＰＲ（中山商店街協同組合）

画家　岡部文明氏
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〈 個人向け、法人向けの継続したPR 〉
　

◆神奈川県観光レップの設置
　（英国・オーストラリア）
　大会を契機に神奈川県の魅力をPRするため、ロン
ドン及びシドニーにおいて、現地情報収集や観光プ
ロ モ ー シ ョ ン を 実 施 す る た め、 観 光 レ ッ プ

（Representativeの略）を設置した。
【実施期間】2018年６月〜

◆メディアでのPR
（１）メディアへの広告記事掲出
【掲出媒体】
・「Rugby World」、「Rugby World NZ」などのラグビー

専門誌や英国旅行雑誌など様々な媒体に県内の観
光情報を継続的に掲載

【掲載時期】　2018年２月〜 2019年９月

（２）京急・JALと連携したラッピング列車運行及び
JAL機内誌「SKYWARD」への観光情報掲載
　京浜急行電鉄株式会社及び日本航空株式会社と連
携し、「行こう！秋の三浦半島」と題し、三浦半島の
魅力を詰め込んだラッピング列車を運行するととも
にJAL機内誌「SKYWARD」10月号で、三浦半島のPR
を実施した。

・ラッピング列車の運行
【運行期間】2019年９月29日〜 11月３日
【運行路線】京急線全線（大師線は除く）
※都営浅草線・京成線・北総線へも乗り入れ

・JAL機内誌「SKYWARD」への観光情報掲載
【掲載時期】2019年10月( ３ページ分)

◆旅行会社向けPR
ラグビーワールドカップ2019™大会公式旅行代理店

（Official Travel Agent）の招請（横浜、鎌倉、箱根を
周遊）
下記の２社を招請し、観戦券付旅行商品の造成を促した。

【招請者】　英国OTA：England rugby travel社
　　　　　豪州OTA：Gulliver sport travel社

【実施時期】　2018年１月

神奈川県の取組
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◆鉄道事業者と連携した周遊企画を実施
　小田急電鉄株式会社、京浜急行電鉄株式会社及び
東急電鉄株式会社と連携し、神奈川県や東京都に来
訪する観戦客をメインターゲットに、周遊を促進する
謎解きスタンプラリーを実施した。

【実施場所】横浜、小田原・箱根、三浦
【実施期間】2019年９月19日〜 2020年１月19日

◆東京会場の起点駅での
　周遊観光プロモーションイベントの実施
　東京会場へ向かう起点駅となる新宿駅で、試合の開
催日を含む期間、県の歴史や産業に関わる魅力ある観
光資源や、「かながわの名産100選」を中心とした県
産品を紹介し、神奈川県における周遊観光の魅力をＰ
Ｒするイベントを実施した。

【実施場所】新宿駅西口広場イベントコーナー
【実施期間】2019年10月５日〜 10月８日

〈 個人向けPR 〉

◆東京都内主要駅からの誘客
　（神奈川観光ボランティアガイドの配置）
　大会期間中、東京都内主要駅などに、神奈川県の観
光ボランティアガイドを配置し、外国人観戦客を対象
に県内観光地の案内を行うことで、県内への誘客を
行った。

【実施場所】都内主要駅など
【実施期間】2019年９月20日〜 11月２日
【延べ案内数】3,347組

◆神奈川・横浜ファンゾーン等での
　かながわ屋及び観光ブースの出展など
　神奈川・横浜ファンゾーンにおいて、アンテナ
ショップ「かながわ屋」を出展し、県産品の展示販売
を行うとともに、観光ブースを出展し神奈川県内の観
光地をPRした。また、横浜市及び（公財）横浜観光
コンベンション・ビューローと連携し、東京のファン
ゾーン及びべニューメディアセンターにおいて観光
客や世界のメディアに対し、PRを行った。

【実施場所】臨港パーク、東京スポーツスクエア、
横浜国際総合競技場

【実施期間】2019年９月20日〜 11月２日
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　◆関東開催自治体との連携した地方連携事業
【連携先】埼玉県、熊谷市、東京都、横浜市、関東運
輸局

【事業内容】関東開催都市周辺の観光パンフレットの
制作及び英国観光展への出展などを実施した。

◆チケットホルダー向けWEBページ等の制作
　ラグビー強豪国である欧州・豪州をターゲットとし
た観光PR映像を制作するとともに、ラグビーワールド
カップ2019™大会のチケットホルダーを対象とした
特設ページを、神奈川県公式観光情報サイト- Tokyo 
Day Trip -Kanagawa Travel Info- 内に制作し、PRを
実施した。

〈 文化・観光施設における取組 〉

◆神奈川伝統・映像アートウォーク2019
　神奈川県庁本庁舎を丸ごと利用し、神奈川県にゆか
りのある地域の伝統芸能から、メディアアートなどの現
代芸術まで様々な文化を一度に体験できる屋内イベン
トを実施した。

【日時】2019年10月26日〜 10月27日
【会場】神奈川県庁本庁舎
【来場者数】約2,500人

◆日本大通り流鏑馬騎射式
　神奈川県庁本庁舎前の日本大通りにおいて初めて
特設馬上を設置し、弓場練達の射手による勇壮な流
鏑馬を披露した。

【日時】2019年10月27日
　　　　10時〜 11時30分／ 14時〜 15時30分

【会場】日本大通り（神奈川県庁本庁舎前）
【来場者数】約4,000人

◆浮世絵カフェ
　ラグビーワールドカップ2019™に向けナイトタイム
エコノミーを活性化させるため、ノンバーバル・エン
ターテインメントレストラン「浮世絵カフェ」を開設した。
ファンゾーンのステージイベントにも出演した。

【日時】2019年８月8日〜
【会場】神奈川県民ホール６F　英一番館内

◆浮世絵アートウイーク2019
　神奈川県庁本庁舎敷地内において、神奈川ゆかりの
浮世絵を歩道上に設置したスクリーンに投影したほか、
日本大通り全体を提灯や行燈などで彩った。

【日時】2019年10月26日〜 11月３日
【会場】神奈川県庁本庁舎、日本大通り
【来場者数】約13,000人

日本大通りを駆け抜ける流鏑馬

「浮世絵カフェ」におけるショー

浮世絵アートウイーク2019

寄木細工の展示
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「花と緑にあふれる環境先進都市」の取組

　新横浜駅から競技場までのエリアを、大会開幕にあ
わせて「花と緑にあふれる環境先進都市」横浜として
花と緑で彩り、華やかさや賑わいを演出した。市環境
創造局が中心となり、地域など多様な主体と連携し、
国内外からの来街者へのおもてなしにつなげた。

〈 花と緑による彩り 〉

　コンテナ花壇（参加20チームイメージ20基、花植
え21基、ハンギング付き15基）、レンガ花壇（新設
8基、既存8基）、フラワータワー（8基）、ハンギン
グバスケット（108基）など、様々な彩りの花や緑を、
新横浜町内会など地域の協力も得ながら設置した。
　また、立体的に装飾することで、華やかさや賑わい
を演出した。
　チームイメージの花壇については、大陸別に花の種
類を変え、ラグビーワールドカップ2019専用の国旗
を付け、さらに同じ花が横並びにならないよう配置に
もこだわりながら、おもてなしを意識して設置した。
　また、競技場入口や周辺など、試合の観戦に訪れた
方が最後に目にする箇所まで花の装飾を施し、華やか
な雰囲気を演出した。

概　要

（上から）コンテナ花壇、レンガ花壇、フラワータワー、
ハンギングバスケット

西ゲート橋

競技場入口
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〈 下水再生水の活用 〉

　花と緑への水やりに港北水再生センターの下水再
生水を活用し、水循環の形成に寄与した。また、下水
再生水を活用していることが分かるよう、散水用の車
にマグネットシートを貼りPRした。

〈 花と緑の維持管理 〉

　魅力ある空間を演出するため、エリア内の花壇や植
栽帯の花や緑、街路樹などは、質の高い維持管理を行
うとともに、大会終了後も継続して、長期的な視点を
もって一体的に管理している。

神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4

〈 地域が主体の緑化 〉

　横浜みどりアップ計画の「地域緑のまちづくり事
業」※を活用し、新横浜町内会が主体となって、主に
Ｆマリノス通りなどを緑化した。壁面緑化の高い視認
性を生かし、賑わい演出の起点とした。
 また、コンテナ花壇を民有地に設置し、街全体が緑
豊かな雰囲気となるよう演出した。

※地域緑のまちづくり事業
　市民の皆様が主体となって、住宅地や商店街、オフィス街、
工場地帯など様々な街で、地域にふさわしい緑を創出する計画
をつくり、計画を実現していくための取組を、市との協働で進
めていく事業。

〈 レインガーデン 〉

　雨水を保水し、植物の生育を助ける「グリーンイン
フラ」の事例として、一部の花壇で、歩道や車道の雨
水を花壇に引き込み、一時的に貯留し、時間をかけて
浸透させる花壇（レインガーデン）を、3タイプ合計
25箇所、競技場までの動線に設置した。

レインガーデン　イメージ図

壁面緑化

民有地緑化

散水の様子

マグネットシート（20㎝×70㎝）

レインガーデン取込口
（上）歩道側（下）車道側



140

〈 風力発電で大会実施 〉

　2050年までの脱炭素化の実現を掲げる横浜市とし
て、決勝で使用された電力の一部を、グリーン電力証
書制度※の仕組みを活用し、横浜市風力発電所ハマ
ウィングのクリーンな電力で賄った。

  

※グリーン電力証書制度
　風力や太陽光などの自然エネルギーで作ったクリーンな電
気が持つ「環境価値」を「証書」化して取引する仕組み。証書
を使用することで、特定の期間・場所で使用する電力を、自然
エネルギーによる電気を使用したとみなすことができる。

　エリア内で展開した様々な取組は、一体的なパッ
ケージとして、英訳付きの案内板を6か所設置し、国
内外からの来街者に向けて発信した。

〈 暑さへの対応 〉

　近年の猛暑の状況等をふまえ、競技場までの動線
の、ケヤキなどの街路樹を適切に管理し、緑陰の形成
を進めた。
　また、新横浜駅前公園では、国土交通省の実証実験
と連携し、緑陰とミストによる暑熱緩和アーチなどを
設置した。
　競技場では、パナソニック㈱と連携したミスト式冷
却機を設置するほか、競技場入口の地面の遮熱性舗
装により、照り返しによる暑さを軽減した。
※横浜市とパナソニック株式会社は、2019年6月14　日に暑
さ対策に関する連携協定を締結している。

〈 デザインマンホール 〉

　競技場までの動線の、歩道上の下水道マンホール
30か所を、大会公式マスコット「レンジー」デザイ
ンのマンホールに交換した。デザインの向きを１枚１
枚競技場に向けて設置することで、競技場に足を運ぶ
までの高揚感とおもてなしを演出した。
　また、2019年8月29日には開催都市特別サポー
ターの吉田義人氏を招いて設置セレモニーを実施した。

取組内容の発信

デザインマンホール

イベント時の様子

（左上から時計回りに）街路樹で木陰づくり、暑熱緩和アーチ、
遮熱性舗装、ミスト式冷却機

ハマウィング グリーン電力証書

花壇内に設置した案内板
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神奈川・横浜の魅力を世界へ CHAPTER  4

滞在環境の向上

臨時シャトルバス

　ラグビーワールドカップ2019の観戦客に快適な滞
在環境を提供し、神奈川・横浜での滞在を楽しんでい
ただくため、公衆無線LAN（Wi-Fi）の整備や臨時シャ
トルバスの運行などに取り組んだ。

〈 広告付案内サイン・
公衆無線LAN（Wi-Fi）整備 〉

　ラグビーワールドカップ2019及び東京2020オリ
ンピック・パラリンピックの開催に伴い、外国人観光
客をはじめ国内外から訪れる多くの来街者が目的地
までスムーズに移動できるよう、「広告付案内サイン・
公衆無線LAN整備事業」を公民連携事業により実施し
た。
　新横浜駅周辺や横浜都心臨海部の既存の案内サイ
ンを本事業の案内サインに更新することにより、デザ
インを統一し、来街者に分かりやすい案内サインとし
た。
　特に、駅前広場、主要な交差点周辺、観光地点へ
重点的に設置し、そのうちWi-Fiは、駅前広場や観光
地点を中心に、歩行者の回遊性が向上するように案内
サインに内蔵した。

〈 臨時シャトルバス運行 〉

　横浜国際総合競技場のある新横浜エリアや、ファ
ンゾーンを開催した臨海部エリアを起点とし、中華街
と野毛を降車地とした都心臨海部への片道シャトル
バスを運行。

【運行期間】2019年9月20日〜 11月２日
【運行数】　合計100便
【乗車人数】合計2,913人（定員4,545人）

概　要

地図面 広告面

内　　容
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〈 英語観光マップ配布 〉　

　鎌倉市等の近隣８市と連携して作成した英語観光
マップ「Day trip from Yokohama」を羽田空港国際
線ターミナル等で配布した。

【作成部数】２万部

〈 景観の向上に向けて 〉
　
　新横浜駅と競技場の間にある新横浜駅前公園では、
港北土木事務所が、大会期間に合わせて植栽の管理
を行い、景観の向上を図った。
　また、国土交通省による鳥山川の除草作業を行った。

〈 新横浜駅周辺環境整備（緑化ポール） 〉　

　横浜市と新横浜町内会が連携し、新横浜駅から競
技場までの歩行者動線をライトアップする環境にや
さしい「緑化ポール」を整備した。これにより、観戦
客の安全を確保し、秩序維持を図るとともに、公共空
間の魅力を向上させた。

〈 喫煙ルールの周知・啓発 〉
　
　歩きたばこや路上喫煙、たばこの吸い殻などのポイ
捨てを防止し、国内外から訪れる多くの来街者を気持
ちよくお迎えするために、喫煙ルールの周知・啓発に
取り組んだ。
　試合開催日は、競技場の最寄り駅周辺に委託の啓
発スタッフを配置し、日英表記のプラカードで喫煙
ルールの周知を図った。
　あわせて、歩きたばこや路上喫煙を発見した場合
は、やめてもらうよう説明し、新横浜駅や競技場の喫
煙所を利用するよう案内した。

〈 放置自転車対策 〉　

　競技場周辺の放置自転車対策については、市道路
局交通安全・自転車政策課が、試合開催前日及び当日
に、放置禁止区域の自転車等の撤去作業を行った。
　また、駐輪禁止啓発札の貼り付けや立て看板による
周知等の事前対策もあわせて実施した。

新横浜駅前公園の植栽管理

歩行者動線に設置した緑化ポール

英語の観光マップ

喫煙マナー啓発のスタッフ

放置自転車の撤去作業


